
1.安全・品質・環境・衛生活動結果
①車輌事故 目標　0件  　実績　1件

1．目標
会社 122 6,834,272 20 12 1.76 未達 　　1）車輌事故　　　 ゼロ（協力会社）

協力会社 186 ― 5 2 未達
合計 308 台 6834272ｋｍ 25件 14件 ― 　　2）労働災害 ゼロ

②労働災害

　　3）安全衛生活動・取組事項
社員 224 570,949 6 3 5.25 未達 　　　　・残酒反応ゼロの徹底    雇入れ時教育の徹底･安全会議での周知

直ﾊﾟｰﾄ 17 28,932 0 0 0.00 達成    運行管理者･補助者による就業点呼時での呼びかけ
派遣社員 38 ― 1 1 未達 　　　　・安全実力度評価　法遵守項目：100点／社内規則遵守項目：98点

協力会社社員 186 ― 0 0 達成 　　　※具体的指標：道路上の車輌事故度数率 　　　　・事業所の各チーム毎　リスクアセスメント低減　1テーマ／半期実施
合計 465 人 599881 ｈ 7件 4件 ―         ・安全管理システムの完全運用

③残酒反応結果（車輌営業所のみ） 1件 達成状況 　　　
西神戸営業所 未達
④安全実力度評価結果 達成状況
法適合率 89.00% 改善率 100.00% 未改善 0件 達成
社内適合率 82.70% 改善率 97.40% 未改善 6件 達成
【次年度持越し課題】 　1．重大品質事故目標　　　ゼロ継続
目標は達成できたものの、昨年に引き続き、社内適合率が100％達成できなかった。 　　　※具体的指標：休業4日以上の労働災害度数率 重点項目：  ①「誤」のつく事故及び盗難・紛失事故発生の撲滅
2025年度は100％達成できるように指導する。 ②品質向上取組推進　ＰＤＣＡ進捗確認を重点に活動

　2．物流品質事故削減目標
【2024年度目標】 　□法基準　 自主評価時　適合率100％ 1）倉庫内事故件数 2024年度比50%削減 48件⇒24件

　□社内基準　 自主評価時　適合率90％以上 2）配送事故件数 2024年度比50%削減 　4件⇒　2件
⇒基準未達改善納期遵守100％

⑤リスクアセスメントの実施状況 達成状況   3．ＣＳ評価（各職場単位）
14件 ※指摘事項の100％改善
9件 　　　　　　　　　　　 ・残酒反応　　　　ゼロ CS担当部長巡回結果達成率5％向上

達成状況
目標 0件 結果 1件 未達 ◎品質事故　　　　重大品質事故　　ゼロ
目標 38件 結果 52件 未達 　　　　　　　 ※事故件数、貨物事故立替金等は各支店単位で設定する
目標 13件 結果 4件 達成
目標 25件 結果 48件 未達

達成状況 （目標）
目標 85.25点 結果 80.12点 未達 ● 環境施策の具現化・取り組み強化 1.環境関連ガバナンス強化・コンプライアンス・企業価値向上

⑧環境活動 達成状況 　　・Scope1⇒最新DSL代替、環境優良車(EV等)導入、内燃式ﾘﾌﾄ電動化、省燃費タイヤ利用推進
目標 4.93km/ℓ 結果 4.34km/ℓ 未達   　・Scope2⇒電力再エネ化、環境対応設備(LED照明、最新空調等)導入、省電力活動
目標 20.0t 結果 41.41t 未達 　　・Scope3⇒廃棄物管理強化・ﾙｰﾌﾟﾘｻｲｸﾙ・更生ﾀｲﾔ導入
目標 50%以上 結果 25.14% 未達 　　・社内CO₂削減目標

⑨衛生活動 達成状況
目標 51.9% 結果 51.5% 達成
目標 16.1% 結果 22.0% 未達
目標 100.0% 結果 95.0% 未達

2.ドライバー時間外労働（960Ｈ）車輌営業所のみ 達成状況
①対象営業所/ドライバー数 105人
②発生営業所/ドライバー数 延べ 0人 （1）目　標

遵守

3.社長　振り返りコメント（マネジメントレビュー）
　　　◎喫煙率 16.70%
　　　◎高ストレス者率 13.70%
　　　◎2次検査受診率 100%

　　1）定期健康診断 2025年度100％受診
　　2）喫煙率低減 2024年度対比低減

　　　■看護師を窓口として定健・特保・二次健診・深夜業受診の充実を図り、健康増進管理に繋げる

　　3）高ストレス者率低減 2024年度対比低減
　　4）有所見者率低減 2024年度対比低減
　　　■健康増進活動を推進し、2025年度、メンタルヘルス教育の実施⇒管理者・入社3年未満全員参加。

      1）EcoTrack導入(環境データ正確整合性向上･効率化)と部門管理者の環境施策･CO₂削減施策推進
      2）廃棄物管理のコンプライアンス強化       マニュフェスト行政報告100%実施

2.省燃料活動の推進                                   2024年度比  ▲2.5%     4.34km/ℓ⇒4.45km/ℓ

3.資源循環活動の推進                                2025年度目標                リサイクル率 50%以上
                                       排出量削減        2024年度比▲10%        41.41t ⇒37.27t

【会社衛生方針・目標】

【会社品質方針・目標】
『全てのお客様に満足して頂く』ことがサービスの基本であると再認識し、物流品質を永続的に向上させ

るために顧客ニーズの実現を目指した活動を確実に、迅速に行う。

重点目標：道路上の車両事故「ゼロ」
　 【重点取組：地区訓練推奨項目】　後退の注意するポイント＋営業所独自

重点目標：休業4日以上の災害「ゼロ」
　　　 【重点取組：地区訓練推奨項目】　　　リフト荷役時の基本順守（高所・死角）＋営業所独自
　　　　　　　※上期優先的に受講　Ｄ・OP職－全員／パート・派遣任意＋45歳以上は「転びの予防」必須

【会社環境方針・目標】

2025年度目標　　　     80.12点平均 ⇒ 各営業所  90点以上
2024年度下期トップ診断結果2％向上（満点時は⇒維持）
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【センコーグループ安全品質方針】自動車事故報告規則第2条に規定する事故 【会社安全方針・目標】

立案

印 印作成日　2025年3月31日

2025年度　 阪神センコー運輸株式会社　安全品質環境衛生管理 活動計画書 社長承認

改訂日　○年○月○日

2025年度　　安全品質環境衛生指針及び目標2024年度の振り返り（2025年3月31日時点）

―
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（安全・品質・環境・衛生・CS活動結果に基づく課題）

　2次検査受診率

全拠点平均

　重大品質事故
　品質事故（全体)　　
　品質事故 (配送)

産業廃棄物排出量
産業廃棄物リサイクル率

　高ストレス者率

省燃料（燃費）

　喫煙率

⑦CS活動（トップ診断等）
　品質事故 (倉庫内)

⑥品質事故

対象営業所数 7営業所
2024年度リスク完了数

【センコーグループ衛生方針・目標】

7営業所
0営業所

③遵守状況：

達成

・2024年度は、車輌事故２０件、労働災害７件、残酒反応１件、重大品質事故１件も
　発生させてしまい。グループ内でも件数自体は各項目上位になってしまうという最悪の結果
　に終わりました。これも管理者の管理意識、従業員の安全意識が上がっていない結果だと
　思います。今年度は、昨年度の結果を重く受け止めて全てにおいて良化を目指しましょう。

◎その他　　　　　　・ドライバー年間時間外労働960時間厳守

【センコーグループ 環境方針・目標】

【センコーグループ安全品質　目標】
◎車輌事故  死亡事故　ゼロ

◎労働災害　死亡労災　ゼロ

車両事故・労働災害を予防するため、管理者を中心とする会社の組織力を活用した安全活動を展開
し、会社全体の安全水準を向上する。

グループ事業活動を通じ、地球規模の課題解決と持続可能な社会と経済成長の実現に向けた、サ
ステナブル経営を推進し、中長期的な企業価値向上へつなげて行く。

全従業員の心と体の健康を増進し、生き活きと パフォーマンスが発揮できる、基盤づくりを目指す
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計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績

1.全社・支店活動指針 ①会社安全衛生委員会・職場安全衛生会議で従業員の周知 全員周知 所長/職長/本社 ○ ○

②掲示物と周知度確認 100%掲示 職長 ○ ○ 見直 要周知記録

2.会議体 毎月参加 安全担当 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 関係者出席

毎月開催/DB登録 職長/所長/本社 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

毎月開催 所長/職長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3.職場巡視 ①職場安全巡視の実施（不安全行動・状態、異様現象の是正指導） 週1回/毎日 所長/職長/安全管理者 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

②CS(５Ｓ）・ＥＳ　チェックリスト・セキュリティー対策チェックリストによるﾁｪｯｸ及び是正 各1回/上期・下期 所長/職長/本社 ○ ○ 巡回記録

③ＣＳ支店長トップ診断対応及び診断結果の是正 各1回/上期・下期 所長/職長/本社 ○ ○

4.各経営トップによる安全衛生管理 毎月 所長/職長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

.自主運営体制の構築 5月中 所長/職長/安全担当 自主評価 確認

　安全衛生マネジメント運用 ③《事故・放火防止》セキュリティーカメラ監視と定期巡回によるチェックで是正 毎月 所長/職長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

半期1件 所長/職長/班長 ○ ○

5.安心して働ける企業になる 従業員全員/都度 所長/職長/班長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　ための環境整 0 ②労働時間管理の徹底による過重労働防止（安全管理システムの活用） 従業員全員/都度 所長/職長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

(健康起因事故の予防含む) 従業員全員/都度 所長/職長/看護師

都度 所長/職長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

毎月 所長/職長/安全担当 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6.教育訓練の充実 都度 所長/職長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※教育訓練計画書へ落込み 都度 所長/職長/安全担当 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※法的資格能力管理表を確認 ③緊急連絡通報訓練(総合防災)および安否確認訓練の充実（ＢＣＰ対応） 都度 所長/職長/本社 緊急通報 安否 安否

【地区訓練必須項目】 ④トレーナーを活用した乗務認定・事故惹起者訓練の充実 都度 職長/ﾄﾚｰﾅｰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

都度 各担当者 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑥安全作業手順書教育の充実（新規作成、見直し、改訂、定期教育） 都度 各担当者 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑦教育管理システムの活用推進（適性なデータ更新と実績管理の充実で見える化推進） 都度 職長/ﾄﾚｰﾅｰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑧SAS検査推進（本社主導により全ドライバー実施⇒管理） 都度 所長/職長/安全担当 ○ ○

　品質管理活動

前年件数の50％削減 48件 ⇒ 24件
⇒ （⇒件数の見直しを実施した場合） ⇒

前年件数の50％削減 4件 ⇒ 2件
⇒ （⇒件数の見直しを実施した場合） ⇒

1件/月 職長/担当者 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 0 1 1 1 6 0

発生都度 所長/職長 0 0 0 0

① 日々 所長/職長/運行管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

② 発生都度 所長/職長/当事者 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

③ 7・12月 所長/職長/本社 ○ ○

1.品質事故発生予防と再発防止 ①品質事故の多発発生業地点の対策強化要請と対応 有効性の確認 所長/職長/担当者 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

②作業手順書の見直し・改訂・リスクアセスメントの実施確認 半期1件 職長/班長 ○ ○

③他部署発生の重大品質事故の周知 発生都度 所長/職長/安全担当 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

④品質事故クレーム管理ＤＢにおける進捗管理、是正、フォロー 毎月 所長/職長/安全担当 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑤手順書読み合わせ教育（新規、作業変更時、新人、定期等）実施確認・支援 都度 職長/班長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑦《窃盗・盗難防止》セキュリティーの定期巡回によるチェックで是正 都度 所長/職長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2.過去のＩＳＯ運用基準を展開 ①安全ＭＳ＆過去のＩＳＯ基準を活用した維持管理の充実 毎月 所長/職長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

②全社重大品質事故の水平展開による自係に置き換えた改善推進 毎月 所長/職長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3.ＣＳ関連 毎月 所長/職長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

都度 所長/職長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

①産廃マニフェスト交付実績(4/1～3/31)の行政報告(6/30〆切） 5月末(尼崎･姫路) 所長/職長 準備 支店報告 完了

都度 所長/職長/本社 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

④省電力(LED化・設備見直し費用対効果検証)省燃費(環境車・ｱｲﾄﾞﾙｽﾄｯﾌﾟ)活動の推進 都度 所長/職長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⇒ＳＤＧｓ経営推進 都度 所長/職長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1.健康リスクの低減策の推進 都度 所長/職長/本社 ○

②禁煙活動の推進強化（禁煙チャレンジエントリー） 都度 所長/職長/本社 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

都度 所長/職長/本社 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

④長時間労働者把握と産業医面談実施（就労ネットによる超長時間労働の監視・改善） 毎月 所長/職長/看護師 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑤産業医講話と必要な箇所の職場巡視から予防活動への展開 毎月 所長/職長/産業医 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

毎月 所長/職長/安全担当 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2.衛生教育 ①管理者、新入社員、配転者へのセルフケア教育の実施 都度 所長/職長/産業医/看護師 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

都度 所長/職長/産業医/看護師 準備 実施 回答 精査 教育

都度 保健師 ○ ○ ○ ○ ○ ○

都度 所長/職長/産業医/看護師 ○

3.健康診断 100% 所長/職長 準備 ｱﾅｳﾝｽ 準備 定期 実施 定期 実施 定期 実施 定期 事後 事後 特定 深夜 特定 深夜 事後 特保1月以降

※ 各事業場の衛生管理者配置 100% 所長/看護師 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

③健康管理システムの進捗確認(定健・深夜業・二次健診・ストレス・受診状況確認) 100% 所長/看護師 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2025年度　阪神センコー運輸㈱ 安全品質環境衛生管理 活動計画書

重点実施項目 内容 目標 実施部門
スケジュール

11 12 第３四半期 1

①関西エリア安全担当会議の参加（安全ＭＳ、安全・健康管理システムの適正運用進捗確認）

②会社安全衛生委員会の参加（安全ＭＳ、安全・健康管理システムの適正運用進捗確認）

③職場安全衛生委員会＜法定委員会＞〔職場安全会議〕の開催、会議体議事基準に基づく

①安全品質環境衛生管理(DBクラウド)システムの活用、問題意識の共有と改善の共有

②安全実力度評価⇒前年度改善事項の進捗確認、自主評価の実施要請及び支援

④災害性リスクアセスメント活動の推進（各ＤＢの活用によるリスク低減）

2 3 年間計

　安全管理活動

←　安全担当パトロール時確認　→ ←　安全担当パトロール時確認　→

備考4 5 6 第１四半期 7 8 9 上期計 10

ドライバー運転操作カリキュラム(2項目) ⑤新人教育カリキュラムの充実と横展開の推進（雇入れ、運転適性検査からの新人教育）

リフト運転操作カリキュラム(2項目)

《後退時の足挟まれ回避方法と停止距離》

《後退時の足挟まれ回避方法と停止距離》

①ＨＨＫ活動の推進とフィードバックの徹底(他店事故の水平展開)

③健康管理システムＤＢ活用による（雇入れ健診・二次健診勧奨の充実）進捗確認

④先進安全技術の導入（バックソナー･DSM･ブルーライト・リーチドア）

⑤重大事故防止対策教育　※ドラレコ･リフレコ映像を活用した動画ＫＹの推進

①法的要求事項関連教育（配転、必要資格、能力向上、緊急事態想定訓練含む）

②必要資格の確認と充実並びに受講支援

2 6 0 2
【定量目標数値】

毎月 所長/職長 2 2
品質事故(倉庫内事故)クレーム

0 2 2 32 2 12 2 25 07 0 2 2

1 3 0 1
【重点プロセス目標課題】

毎月 事務担当者 1 1
品質事故(配送事故)クレーム

0 1 1 21 1 6 1 13 04 0 1 1

①５Ｓ活動実践報告(定点撮影チャート)ＤＢ活用による改善や工夫事例の普及で100点目指す

②職場イメージ・ＥＳアップの推進（３Ｓ・挨拶・従業員満足度の状況）

　環境管理活動

1.省エネルギーとＣＯ2削減に関する
コンプライアンス自社活動 ③環境データ⇒結果EcoTrack登録、【Pbasis切替導入(2023年度～順次)】

※国連グローバルコンパクト賛同署名

【予防処置(HHK報告）　進捗確認表】

【車両事故進捗確認表】※発生した件数・実施した件数を記入  (前年度25件 ⇒ 半減 12件)

品質目標達成のための具体的
計画項目

様々な事例をもとに朝礼･点呼時注意喚起を促し予防に努める

事故発生都度、真の原因追求と是正、予防に繋げ再発防止を図る

配送時事故撲滅に向けた取組み強化（ターゲットを絞った指導強化）

①健康診断完全実施(定期健康診断･特定健康診断･深夜業健診)

②健康診断事後措置の確認（産業医による診断結果の確認、二次健診対象者の受診要請、確認）

③身体活動の推進（健康増進活動の推進・支店単位のイベント実施）

⑥コロナ対策と夏期(熱中症、食中毒)冬期(ノロ・インフル)通年(腰痛・高血圧)対策の実施

②メンタルヘルス活動の推進（ストレスチェックの実施・メンタルヘルス教育実施等） ｱﾅｳﾝｽ

③特定保健(生活習慣病、メタボ)健康推進担当者の役割(保健師指導の調整･実施確認)

④ストレスチェックの実施結果から不良者の対応強化、厚労省の｢心のﾎｯﾄﾗｲﾝ」の推進

⑤資源循環⇒廃棄物減量とリサイクル率向上(ＤＢ登録)、再生ゴミ袋並びに再生タイヤ活用

　衛生管理活動

①禁煙活動の推進（禁煙デー設置、健保禁煙） 検討期間 検討期間 周知期間 周知期間 事前実施
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